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●高木酉プロフィール

昭和40年生まれ、 43歳。

十条台小、十条中、立教高校、立教大学社会学部卒

平成う年より北区議3期。平成17年都議会議員初当選

現在、都議会自民党政務調査会副会長、都議会財政委貴会委員

都議会自民党商店街振興議員連盟及び都区制度改革推進議員連盟事務局長

東京都信用保証枠助審査会委員、自由民主党北区総支部長

北区少林寺拳法連盟会長

私
た
ち
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
「
こ

れ
が
実
現
し
た
ら
ど
ん
な
に
ま
を
が
良
く

な
る
だ
ろ
う
」
 
、
あ
る
い
は
「
ど
ん
な
に
皆

が
助
か
る
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
事
柄
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
高
木
都
議
は
、
各
地

域
の
方
々
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
そ
う
い

う
区
民
の
長
年
の
願
い
を
一
つ
一
つ
政
治

の
娼
上
に
上
げ
、
解
決
に
向
け
て
努
力
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

以
下
の
事
例
は
そ
の
中
の
一
部
で
す
。

高
木
都
議
は
こ
の
三
年
間
、
「
で
き
な
い

と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
」
を
、
確
実
に
「
で

き
る
こ
と
」
に
し
て
き
ま
し
た
。

9
万
人
に
も
及
ぶ
区
民
の
署
名
を

い
た
だ
き
、
高
木
都
議
と
自
民
党

区
議
団
は
6
月
2
0
日
、
そ
の
署

名
簿
を
持
っ
て
北
区
町
会
自
治
会

連
合
会
の
幹
部
と
区
長
も
同
行
の

う
え
、
舛
添
大
臣
へ
2
回
目
の
存

続
要
請
に
伺
い
ま
し
た
。
舛
添
大

臣
か
ら
は
、
「
皆
さ
ん
の
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
地
域
に

必
要
な
医
療
機
関
は
残
し
て
い

く
」

と
の
力
強
い
回
答
を
い
た
だ

き
、
今
後
も
同
病
院
は
存
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
北
社
会
保
険
病
院

の
存
続

社
会
保
険
庁
の
解
体
に
伴
っ

て
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
同

病
院
。
高
木
都
議
は
自
民
党
区
議

団
と
と
も
に
い
ち
早
く
行
動
を
開

始
し
、
本
年
3
月
3
日
に
1
回
目

の
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
と
の
面
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
区

町
会
自
治
会
連
合
会
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
北
区
全
域
で
同
病
院
存

続
を
求
め
る
署
名
活
動
を
展
開
。

舛添大臣に北社会保険病院存続の申し入れ。

乗
用
車
・
歩
行
者
、
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
改
良
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

高
木
都
議
は
昨
年
、
ま
ず
東
側
か

ら
西
側
に
抜
け
る
駅
北
側
の
一
方

通
行
道
路
の
突
き
当
た
り
、
T
字

路
交
差
点
に
信
号
機
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
左
折
で
駅
前
方
面
に
し
か
行

け
な
か
っ
た
車
両
が
左
右
ど
ち
ら

に
も
曲
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一

定
の
渋
滞
緩
和
に
役
立
ち
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
西
口
の
交
通

利
便
性
は
向
上
し
ま
せ
ん
。
こ
の

た
び
改
め
て
地
域
及
び
関
係
者
か

ら
の
要
望
を
受
け
、
タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
の
改
良
、
バ
ス
停
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
、
ロ
ー
タ
リ
ー
出
口
信

号
付
近
の
車
道
の
拡
幅
な
ど
、
安

全
で
便
利
で
渋
滞
の
な
い
西
口
の

改
良
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
都
第

六
建
設
事
務
所
・
警
視
庁
・
北
区

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が
整

い
次
第
、
工
事
が
始
ま
る
予
定
で

す
。

赤
羽
駅
西
口
の
改
良

鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
化
と
西

口
再
開
発
に
伴
い
、
人
と
事
の
流
れ

が
大
き
く
変
わ
っ
た
赤
羽
駅
西
口
。

以
前
か
ら
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・

信号を取り付けた交差点。

さらなる利便性向上への第一歩です。
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区民の「夢」や「顕し叫を実現します
「できないと思われていたこと」を「できること」に

補
助
8
3
号
線
(
旧
岩
槻
街
道
)

沿
道
一
体
整
備
事
業

戦
後
6
0
年
来
の
懸
案
だ
っ
た
同

路
線
の
拡
幅
整
備
。
こ
の
路
線
は
、

十
条
地
区
を
南
北
に
貫
く
避
難
路
と

も
承
る
幹
線
道
路
で
、
道
路
整
備
と

一
体
的
に
沿
道
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
性
を

向
上
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
平
成
2
0
年
都
議
会
第
三

定
例
会
で
、
只
腰
・
都
市
整
備
局
長

が
高
木
都
議
の
質
問
に
答
え
る
形

で
、
来
年
度
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
事
業
化
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
範
囲
や
構
造
形
式
な
ど
事
業
化

の
課
題
調
査
を
早
期
に
実
施
す
る
た

め
、
J
R
東
日
本
や
北
区
と
調
整
し

て
い
く
」

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

す
で
に
都
の
踏
切
対
策
基
本
方
針
に

お
い
て
、
埼
京
線
十
条
駅
付
近
は
第

二
フ
ン
ク
で
あ
る
「
事
業
候
補
区
間
」

(
7
地
区
)

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
条

ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し

て
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

十条まちづくり活性化講

まちづくり協議会主催の集会で、十条地区の将来展望を訴える。

土
財政委員会委員として、

税収・公金管理・財政運営等をただす高木都議。

J
R
埼
京
線
十
条
駅
付
近

鉄
道
立
体
化

こ
の
問
題
も
、
平
成
2
0
年
都
議
会

第
三
定
例
会
で
高
木
都
議
の
質
問
に

対
し
て
道
家
・
建
設
局
長
が
、
「
今
後

王
子
技
術
専
門
校
跡
地
の

有
効
活
用

旧
王
子
小
・
中
学
校
に
隣
接
し
て
い

た
同
校
跡
地
、
約
3
0
0
0
平
米
は
、

か
ね
て
か
ら
北
区
と
し
て
、
ま
た
地
域

と
し
て
も
是
非
活
用
し
た
い
と
の
意
向

が
あ
り
ま
し
た
。
高
木
都
議
は
、
都
の

方
針
を
確
認
し
た
上

で
、
北
区
に
よ
る
有

効
活
用
を
提
案
。
都

は
学
校
や
区
民
施
設

の
前
面
道
路
と
の
接

遇
が
、
利
便
性
だ
け

で
な
く
防
災
上
も
不

可
欠
と
の
高
木
都
議

の
提
案
を
受
け
、
区

の
有
効
活
用
に
同
意

し
、
現
在
小
・
中
学

校
の
建
設
と
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

J
R
王
子
駅
南
口

改
札
口
問
題

平
成
1
9
年
2
月
、
J
R
か
ら
突

然
王
子
駅
南
口
改
札
の
営
業
時
間
を
、

」
一

4
月
よ
り
短
縮
す
る
旨
の
告
知
が
駅

掲
示
板
に
貼
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
的
な
通
告
に
北
区
及
び
自
治
会
連

合
会
、
高
木
都
議
と
自
民
党
区
議
団

が
一
斉
に
反
発
し
、
保
坂
さ
ん
ぞ
う

参
議
院
議
員

(
当
時
)

を
先
頭
に

I
R
東
日
本
本
社
へ
通
告
の
撤
回
を

求
め
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
協
力

し
た
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
I
R

側
が
当
初
案
を
変
更
し
、
平
成
2
0

年
4
月
1
日
か
ら
1
時
間
の
改
札
時

間
延
長
で
当
面
の
譲
歩
を
獲
得
し
ま

し
た
。

鼻



号外置 3 平成2〇年(2008年)12月1日(月曜日) 左ミ

石
神
井
川
の
護
岸
か
さ
上
げ

と
下
水
道
の
整
備

滝
野
川
5
丁
目
観
音
橋
付
近
は
、
地

形
的
に
傾
斜
地
の
底
辺
に
あ
た
り
、
度

重
な
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
石
神
井
川
の

増
水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成

1
7
年
9
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
を
見
て
、
高
木
都
議
は
こ
の
地
域

の
河
川
護
岸
か
さ
上
げ
と
下
水
道
の
整

備
に
取
り
掛
か
り
、
以
来
水
害
に
強
い

安
心
・
安
全
な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
北
区
・
板
橋
区
な
ど
の
石
神

井
川
下
流
部
の
急
激
を
増
水
を
防
ぐ
た

め
、
今
ま
で
事
業
が
凍
結
さ
れ
て
い
た

石
神
井
川
(
練
馬
区
大
泉
町
2
丁
目
付

近
)
と
白
子
川
(
同
区
高
松
3
丁
目
付
近
)

を
繋
ぐ
、
白
子
川
地
下
調
節
地
(
最
大

貯
水
量
2
0
万
立
米
)
の
建
設
を
、

2
1
年
度
か
ら
再
開
さ
せ
る
予
定
で
す
。

の
二
重
構
造
の
踏
切
で
す
。
立
体
部

分
に
は
二
本
の
橋
脚
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幅
が
違
う
た
め
、

幅
の
狭
い
橋
脚
部
分
が
歩
道
を
狭

め
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
往
来
に
は

な
は
だ
し
い
不
便
を
か
け
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
東
田
端
地
域
で
は
、

一
説
に
は
戦
前
か
ら
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
長
い
間
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
高
木
都
議
は
地
元
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
方
々
と
も
意
見
の
調
整

を
し
な
が
ら
、
都
建
設
局
に
対
し
て
、

都
道
の
整
備
と
い
う
名
目
で
、
狭
め

ら
れ
て
い
る
歩
道
の
橋
脚
の
一
部
除

去
を
提
案
。
都
が
中
心
と
な
っ
て
関

係
機
関
と
協
議
の
結
果
、
橋
脚
の
除

去
が
決
定
さ
れ
、
現
在
新
た
な
橋
脚

の
設
計
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

洪水を出さない、親しまれる石神井川の

整備を進めています。

安全・安Iさい快適なまちづくりを進めます。

下
田
錨
第
二
踏
切
の
拡
幅
と

立
体
交
差
部
の
橋
脚
切
除

東
田
端
の
同
踏
切
は
、
都
道
補
助

9
3
号
線
と
交
差
す
る
平
面
と
立
体

田
端
区
画
整
理
事
業
の
促
進

と
補
助
9
2
号
線
の
整
備

高
木
都
議
は
都
議
会
で
初
め
て
質

問
を
行
っ
た
平
成
1
7
年
第
四
定
例

会
で
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望
を
受

け
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

平
成
1
0
年
に
事
業
計
画
決
定
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
同
年
6
月
に

第
1
回
目
の
事
業
計
画
変
更
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
当
時
は
ま
だ
事
業
の
見

通
し
が
立
ち
に
く
く
、
仮
換
地
指
定

や
移
転
先
の
問
題
な
ど
地
域
の
方
々

の
不
安
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。
高
木

都
議
の
質
問
と
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
、
事
業
予
算
は
平
成
1
7

年
度
2
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
1
8

年
度
に
は
1
5
億
円
、
1
9
年
度
は

2
1
億
円
と
年
々
飛
躍
的
に
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
区
画
整

理
地
区
内
の
主
要
な
道
路
で
あ
る
補

助
9
2
号
線
は
、
北
区
内
で
は
田
端

地
区
の
み
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
高
木
都
議
は
、
区
画
整
理
地
区

内
は
区
画
整
理
事
業
と
し
て
、
そ
れ

以
外
の
地
域
は
街
路
事
業
と
し
て
一

体
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と

常
々
発
言
し
て
お
り
、
9
2
号
線
は

区
画
整
理
事
業
の
進
捗
と
合
わ
せ
て
、

中
里
か
ら
9
3
号
線
と
の
交
差
部
ま

で
計
画
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。園園

丁OKYO●三〇16
CANDiDATE CITY TM

/籍

日本だから、できる。あたらしいオリンピック!

公営企業決算特別委員会・第一分科会委員長として。

高
木
け
い
後
援
会
に
ご
入
会
下
さ
い
!

行
事
の
お
知
ら
せ
等
、
優
先
的
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お 名 前 

丁 E 」 丁 且 し 丁 E 」 

ご 住 所 

高
木
け
い
事
務
所
へ

(
F
A
X
)
5
9
5
9
・
6
8
3
1

▲
葛
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部補正予算
緊急支援・雇用対策で

と78億円を誘決

号外 平成2〇年(2008年)12月1日(月曜日) 自

○○′○○ ▼

申′唯業の

元気かつ

東京の中小企業は、部内事業所数の99%を占め、地域経済の発展の原動力であるとともに、

高度な技術と優秀な人材の宝庫でもあります。しかし、原材料価格の高騰や金融市場の混乱

に伴う資金調達環境の悪化など中小企業を取り巻く掠境は日増しに厳しくなっています。

こうした状況の中、都議会自民党は知事に緊急要望を行い、 「緊急中小企業支援・雇用対策」

を実現しました。また高木都議は平成と〇年都議会第3定例会の一般質問で、石原知事に対し

部の景気対策、とりわけ中小企業対策をただし、国に先駆け積極的に以下のような支援施策

の実施を働きかけました。

●
制
度
融
資
の
拡
充
(
「
6
5
億
円
)

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
え
る
た
め
、

制
度
融
資
の
う
ち
「
経
営
支
援
融
資
」

の

融
資
目
標
を
3
0
0
億
円
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
「
経
営
支
援
融
資
」
を
利
用
す
る
全

て
の
小
規
模
企
業
者
へ
の
信
用
保
証
料
の

補
助
も
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。

●
中
小
企
業
設
偏
り
-
ス
事
業

(
1
0
と
億
円
)

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
が
中
小
企

業
の
代
わ
り
に
生
産
設
備
等
を
購
入
し
、

低
廉
な
リ
ー
ス
料
で
貸
付
け
を
実
施
し
ま

す
。
本
事
業
は
、
制
度
融
資
の
信
用
保
証

枠
と
は
別
枠
で
利
用
可
能
で
す
。

●
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
就
職
氷
河
期
世
代
の

正
社
員
化
支
援
(
1
1
億
円
)

か
っ
た
」
「
注
文
を
受
け
た
後
に
値
引
き
さ

れ
た
」
な
ど
の
下
請
取
引
に
関
す
る
苦
情

相
談
や
裁
判
外
で
の
簡
易
迅
速
な
紛
争
解

決
の
た
め
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

内
に

「
下
請
セ
ン
タ
ー
東
京
(
(
0
3
・

3
2
5
1
・
9
3
9
0
)
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

で
幅
広
く
支
援
し
ま
す
。

「
新
製
品
・
新
技
術
開
発
助
成
事
業
」
や

「
社
会
的
課
題
解
決
型
研
究
開
発
助
成
事

業
」

で
は
、
実
用
化
の
見
込
み
の
あ
る
研

究
開
発
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
(
限
度
額
1
件
1
5
0
0
万

円
、
助
成
率
1
/
2
~
2
/
3
以
内
)
。

「
新
・
元
気
を
出
せ
!
商
店
街
事
業
」

で

は
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
や
活
性
化
事
業

等
に
対
し
助
成
、
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
商
店
街
街
路
灯
に
商
業
広
告
の
掲

一
不
が
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
に
対
す
る
新
た

な
補
助
制
度
の
創
設
を
検
討
中
で
す
。

高
木
都
議
は
、
今
後
も
都
内
中
小
企
業

が
直
面
す
る
課
題
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
え
、

技
術
・
経
営
・
資
金
供
給
な
ど
多
面
的
な

支
援
策
の
立
案
で
、
都
の
政
策
を
力
強
く

り
-
ド
し
て
い
き
ま
す
。

●
総
合
相
談
窓
口
の
運
営

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
(
本
社
秋

葉
原
(
0
3
・
3
2
5
1
・
7
8
8
1
)
で
は
、

金
融
、
創
業
、
税
務
、
法
律
等
の
幅
広
い

相
談
を
1
ヶ
所
で
総
合
的
に
お
答
え
す
る

窓
口
を
設
置
し
、
都
内
中
小
企
業
の
皆
様

か
ら
の
経
営
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

各
分
野
の
専
門
家
が
毎
日
、
日
替
わ
り
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
「
下
請
セ
ン
タ
ー
東
京
」
の
設
置

「
代
金
を
支
払
日
に
払
っ
て
も
ら
え
な

●
碁
盤
技
術
産
業
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

受
注
体
制
や
技
術
力
の
強
化
を
目
的
に

グ
ル
ー
プ
化
を
進
め
る
中
小
企
業
に
対
し
、

3
年
間
に
わ
た
り
支
援
、
助
成
し
て
い
ま

す
(
限
度
額
1
グ
ル
ー
プ
5
0
0
0
方
円
、

助
成
率
1
/
2
以
内
)
。

●
東
京
都
地
域
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド

中
小
企
業
や
N
P
O
が
地
場
産
業
や
観

光
・
農
産
物
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
用
し

て
新
た
に
取
り
組
む
事
業
を
対
象
に
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
(
助
成
限
度
額

1
件
8
0
0
万
円
、
助
成
率
1
/
2
以
内
)
。

ま
た
、
地
域
の
支
援
団
体
等
の
協
力
を
得

て
事
業
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
販
路
開
拓
ま


